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１
，
人
口
減
少
の
背
景
を
探
る

　

人
口
減
少
が
定
着
し
た
！

　

日
本
の
人
口
は
２
０
０
８
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
す
で
に
１
０
余
年
、
一
貫
し
て
減
り

続
け
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
人
減
定
着
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す（
図
表
１
）。

　

国
勢
調
査（
２
０
２
０
年
）に
よ
れ
ば
、
日
本
の
総
人
口（
外
国
人
を
含
め
、
日
本
に
常
住
す
る
総
人
口
）

は
、
２
０
１
０
年
の
１
億
２
，
８
０
６
万
人
か
ら
、
２
０
１
５
年
に
は
１
億
２
，７
０
９
万
人
、
２
０
２
０

年
に
は
１
億
２
，６
２
３
万
人
と
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
１
５
年
を
過
ぎ
た

２
０
２
３
年
に
は
、
１
億
２
，４
３
５
万
人
と
約
３
７
０
万
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
測
で
は
、
２
０
３
０
年
に
は
１
億
２
，０
１
２
万
人
、
２
０
５
０
年
に
は
１
億
４
６
９
万
人
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
・
２
０
２
３
年
・
中
位
推
計
）。

　

予
測
条
件
の
や
や
緩
い
上
位
値
で
は
、
２
０
３
０
年
に
は
１
億
２
，２
０
９
万
人
、
２
０
５
０
年
に
は

１
億
１
，０
３
８
万
人
へ
、
や
や
厳
し
い
下
位
値
で
は
、
２
０
３
０
年
に
１
億
１
，８
１
９
万
人
、
２
０
５
０

年
に
は
９
，９
５
８
万
人
ま
で
減
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
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２
１
０
０
年
に
４
，６
５
６
万
人
、
２
１
２
０
年
に
３
，
４
８
３
万
人
に
減
っ
て
い
き
ま
す（
同
研
究
所
・
参
考
値
）。

　

２
１
２
０
年
に
は
、
ピ
ー
ク
時
に
対
し
５
６
～
２
７
％
に
な
り
ま
す
か
ら
、
間
を
と
れ
ば
、
約
１
０
０
年

間
で
４
割
に
ま
で
落
ち
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
口
は
な
ぜ
減
る
の
か
？

　

人
口
は
な
ぜ
減
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
が「
少
子
・
高
齢
化
の
た
め
だ
」と
説
明

し
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
の
増
減
は
、
海
外
と
の
転
出
入
に
よ
る
社
会
増
減
と
、
国
内
で
の
出
生
数
と
死
亡
数
に
よ
る
自
然
増

減
で
決
ま
り
ま
す
。

　

日
本
の
場
合
、
社
会
増
減
は
比
較
的
少
数
で
し
た
か
ら
、
自
然
増
減
が
中
心
で
し
た
。
少
な
く
な
っ
た
出

生
数
を
、
多
く
な
っ
た
死
亡
数
が
追
い
越
す
と
、
そ
の
差
だ
け
人
口
が
減
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

出
生
数
は
１
９
４
９
年
の
２
７
０
万
人
か
ら
６
６
年
に
は
１
３
６
万
人
ま
で
落
ち
ま
し
た
が
、
以
後
は

や
や
回
復
し
、
１
９
７
３
年
の
２
０
９
万
人
で
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
迎
え
た
後
、
再
び
低
下
に
転
じ
、

２
０
２
２
年
に
は
７
８
万
人
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

　

死
亡
数
は
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
７
０
年
代
ま
で
は
７
０
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

こ
う
な
る
と
、
１
億
人
を
割
る
の
は

２
０
５
６
年
で
す
が
、
最
も
早
い
場
合
に

は
２
０
５
０
年
、
最
も
遅
い
場
合
で
も

２
０
６
７
年
と
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
に
し
ろ
、
２
０
５
０
～
６
０
年
代

に
は
１
億
人
の
壁
は
崩
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
後
も
減
り
続
け
、
２
０
７
０
年

に
８
，
７
０
０
万
人
、
２
１
０
０
年
に

６
，２
８
７
万
人
、
２
１
２
０
年
に
４
，

９
７
３
万
人
と
な
り
ま
す
。

　

上
位
値
で
は
２
０
７
０
年
に

９
，
７
４
４
万
人
、
２
１
０
０
年
に

８
，
０
７
０
万
人
、
２
１
２
０
年
に

７
，
２
０
３
万
人
と
な
り
、
下
位
値
で

は
２
０
７
０
年
に
７
，
８
３
３
万
人
、
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データ出所：古田隆彦【人口波動で未来を読む』＋国立社会保障・人口問題研究所2023年推計

図表１　人口減少を展望する
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と
子
育
て
の
両
立
困
難
性
な
ど
が
、
ま
た
多

死
化
の
原
因
と
し
て
老
人
の
増
加
や
平
均
寿

命
の
限
界
化
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
。
実
を
い
え
ば
、

こ
れ
ら
は
極
め
て
表
層
的
な
も
の
で
、
そ
の

背
後
に
は
も
っ
と
大
き
な
要
因
が
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

真
因
は
人
口
容
量
の
飽
和
化

　

も
っ
と
大
き
な
要
因
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
か
な
り
の

紙
面
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
か
い
つ
ま

ん
で
要
点
だ
け
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。

　

一
番
基
本
的
な
視
点
は
、「
も
と
も
と
人
口

１
９
８
０
年
代
か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
、
２
０
０
３
年
に
１
０
０
万
人
を
超
え
、
２
０
２
２
年
に
は

１
５
７
万
人
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
が
人
口
増
減
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
出
生
数
に
つ

い
て
は
、
少
子
化
で
い
く
ら
ベ
ビ
ー
が
減
っ
て
も
、
死
亡
数
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
限
り

人
口
は
増
え
続
け
ま
す
。

　

ま
た
死
亡
数
に
つ
い
て
も
、
高
齢
化
で
寿
命
が
延
び
れ
ば
延
び
る
ほ
ど
亡
く
な
る
人
は
減
っ
て
い
き
ま
す

か
ら
、
出
生
数
が
一
定
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
人
口
は
増
え
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、「
少
子
・
高
齢
化
で
人

口
が
減
る
」と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
生
ま
れ
て
く

る
人
よ
り
、亡
く
な
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す（
図
表
２
）。
少
な
く
な
っ
た
出
生
数
を
、多
く
な
っ

た
死
亡
数
が
追
い
越
す
と
、
そ
の
差
だ
け
人
口
が
減
り
ま
す
。

　

人
口
学
で
は
、
出
生
数
の
減
る
こ
と
を「
少
産
化
」、
死
亡
数
の
増
え
る
こ
と
を「
多
死
化
」と
名
づ
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
口
減
少
の
真
因
は「
少
子
・
高
齢
化
」で
は
な
く
、「
少
産
・
多
死
化
」と
い
う
方
が
正

確
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ「
少
産
・
多
死
化
」が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。
少
産
化
の
要
因
と
し
て
晩
婚
・
非
婚
化
や
就
業

人口減少のゆくえ

データ出所：国立社会保障・人口問題研究所2023年推計・中位値

図表２　直接の理由は「少子・高齢化？」
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落
ち
て
い
き
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、す
で
に
一
定
の
豊
か
さ
を
経
験
し
た
人
た
ち
は
そ
の
水
準
を
落
と
す
こ
と
を
嫌
い
ま
す
か
ら
、

親
世
代
は
事
前
に
晩
婚
や
非
婚
を
選
ん
だ
り
、
結
婚
し
て
も
避
妊
や
中
絶
な
ど
を
行
な
っ
て
、
出
生
数
を
減

ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
世
代
は
老
年
世
代
の
世
話
を
拒
否
し
た
り
、
年
金
負
担
を
忌
避
し
ま
す
か
ら
、
老
年
世
代

の
生
活
水
準
は
次
第
に
低
下
し
、
死
亡
数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
人
間
の
人
口
抑
制
行
動
は
、
他
の
動
物
と
同
じ
よ
う
な
本
能
的
行
動
と
、
人
間
独
自
の
文
化
的

行
動
の
二
重
装
置
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

２
つ
の
抑
制
装
置
は
、
人
口
容
量
に
ゆ
と
り
が
あ
る
時
は
作
動
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
容
量
に
ゆ
と
り
が

な
く
な
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
動
き
出
し
ま
す
。
こ
れ
こ
そ「
少
産
・
多
死
化
」を
引
き
起
こ
す
、
本
当
の
要
因

な
の
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
人
間
の
対
応
は
抑
制
だ
け
に
終
わ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
ひ
と
つ
、
他
の
動
物
と
違

う
の
は
、
自
ら
の
力
で
人
口
容
量
を
増
や
そ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。
文
明
の
力
を
利
用
す
れ
ば
、
環
境
を
あ

る
程
度
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
人
間
の
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は
、「
自
然
環
境
×
文
明
」

で
決
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

が
停
滞
し
減
少
す
る
の
は
、
人
口
容
量
が
飽
和
化
し
て
、
人
口
抑
制
装
置
が
作
動
す
る
か
ら
だ
」と
い
う
人

口
生
態
学
の
理
論
で
す
。

　
「
人
口
容
量
」と
は
、
生
物
学
や
生
態
学
で
使
わ
れ
て
い
る
用
語「
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー

（C
arrying C

apacity

）」、
つ
ま
り「
一
定
の
環
境
の
中
に
一
種
類
の
生
物
が
ど
れ
だ
け
生
息
で
き
る
か
」を

示
す
指
標
を
、
人
間
に
当
て
は
め
た
も
の
で
す
。

　

原
生
動
物
か
ら
哺
乳
類
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
動
物
は
一
定
の
地
域
内
で
、
自
然
界
か
ら
与
え
ら
れ
た
生
息

量
の
限
界
ま
で
、
個
体
数（
動
物
の
人
口
）を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
息
量
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
に
つ
れ
て
、
動
物
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
遺
伝
し
て
い
る
本
能
的
な

対
応
力
で
、
生
殖
力
の
低
下
や
共
食
い
、
子
ど
も
殺
し
、
あ
る
い
は
寿
命
の
低
下
な
ど
、
個
体
数
の
抑
制
行

動
を
示
し
始
め
、
容
量
に
確
か
な
余
裕
が
出
る
ま
で
続
け
ま
す
。
こ
の
上
限
が「
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
」と
呼
ば
れ
る
指
標
で
す
。

　

人
間
の
場
合
も
基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。
さ
す
が
に
共
食
い
ま
で
は
し
ま
せ
ん
が
、
動
物
で
あ
る
以
上
、

生
殖
能
力
や
生
存
能
力
の
低
下
と
い
っ
た
生
物
的
な
抑
制
行
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
結
婚
減
少
、
避
妊
、

中
絶
、
老
人
遺
棄
、
集
団
移
動
な
ど
、
人
為
的
、
文
化
的
な
抑
制
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
人
口
容
量
が
上
限
に
達
し
た
あ
と
、
人
口
が
な
お
も
増
え
て
い
る
と
、
生
活
水
準
は
次
第
に
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業
後
波
、
工
業
現
波
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
波
動
が
生
ま
れ
た
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
明
に
よ
っ
て
人
口
容
量
が
拡
大
さ
れ
た

か
ら
で
す
。

　

つ
ま
り
、
石
器
前
波
は
旧
石
器
文
明
で

６
０
０
万
人
、
石
器
後
波
は
新
石
器
文
明
で
約

５
，
０
０
０
万
人
、
農
業
前
波
は
草
創
農
業
文

明
で
約
２
億
６
，
０
０
０
万
人
、
農
業
後
波
は

集
約
農
業
文
明
で
約
４
億
５
，
０
０
０
万
人
、

工
業
現
波
は
工
業
文
明
で
約
９
０
億
人
と
い
う

よ
う
に
、
文
明
の
変
化
が
人
口
を
増
や
し
て
き

ま
し
た
。

　

い
い
か
え
れ
ば
、
人
類
は
新
た
な
文
明
を
生

み
出
す
ご
と
に
、
人
口
容
量
を
増
や
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
人
口
を
増
や
し
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
人
口
動
向
は
動
物
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
違
う
た
め
、
筆
者
は
人
間
の
キ
ャ
リ
ン

グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を「
人
口
容
量
」と
名
づ
け
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
生
物
学
の
テ
キ
ス
ト
な
ど
で
は
、
キ
ャ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を「
環
境
許
容
量
」と
か「
環

境
容
量
」と
意
訳
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は「
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
量
」と
い
う
受
け
身
の
印
象
が
強
く
、

「
変
え
ら
れ
る
」と
い
う
意
味
が
弱
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
も
っ
と
積
極
的
に「
人
口
容
量
」と
呼
ぶ
べ
き
だ

と
思
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
人
口
容
量
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
に
つ
れ
て
、
人
口
は
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
る
の
で
す
。

　

５
回
目
の
波
が
下
り
始
め
る

　

実
際
に
、
世
界
人
口
の
超
長
期
的
な
推
移
を
み
る
と
、
人
間
が
地
球
と
い
う
自
然
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
文

明
の
力
で
働
き
か
け
な
が
ら
、
人
口
容
量
を
次
々
に
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
人
口
学
者
Ｊ
・
ビ
ラ
バ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
ら
の
研
究
を
組
み
合
わ

せ
、
ほ
ぼ
４
万
年
前
か
ら
古
代
、
中
世
、
近
代
を
経
て
２
２
世
紀
に
至
る
、
世
界
人
口
の
推
計
値
を
整
理
し

て
み
る
と
、
５
つ
の
波
が
浮
か
ん
で
き
ま
す（
図
表
３
）。

　

こ
の
よ
う
な
５
つ
の
波
を
、
筆
者
は「
人
口
波
動
」と
名
づ
け
、
石
器
前
波
、
石
器
後
波
、
農
業
前
波
、
農

データ出所：-40000～1970：J.N.Biraben,Essai sur l’evolution du nombre des hommes In:Population,
            　1990～2100年＝Washinton Univ,IHME,Forecast2020,SGD値

西暦：年：逆対数

　　　　　　　　　　図表３　世界人口の推移
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同
様
に
、
日
本
列
島
の
住
人
も
ま
た
、
幾

つ
か
の
文
明
を
利
用
し
て
、
こ
の
列
島
の
人

口
容
量
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
推
計
値
を
重
ね
て
み
る
と
、

や
は
り
５
つ
の
波
が
浮
か
ん
で
き
ま
す（
図

表
４
）。

　

最
初
の
石
器
前
波
は
旧
石
器
文
明
で
３
万

人
、
２
つ
目
の
石
器
後
波
は
新
石
器
文
明

（
縄
文
文
明
）で
２
６
万
人
、
３
つ
目
の
農

業
前
波
は
草
創
農
業
文
明（
弥
生
文
明
）で

７
０
０
万
人
、
４
つ
目
の
農
業
後
波
は
集
約

農
業
文
明
で
３
，
２
５
０
万
人
、
そ
し
て
５

つ
目
の
工
業
現
波
は
１
億
２
，８
０
０
万
人

と
、
世
界
波
動
と
同
じ
よ
う
な
波
が
読
み
取

れ
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
超
長
期
的
に
眺
め
る
と
、
日
本
列
島
の
人
口
も
ま
た
何
度
か
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
人
口
容
量
が
伸
び
て
い
る
時
は
人
口
も
ま
た
増
え
ま
す
が
、
容
量
が
満
杯
に
な
る
に
つ

れ
て
、
人
口
は
停
滞
し
、
や
が
て
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
列
島
で
は
、
旧
石
器
時
代
後
期
、
縄
文
時
代
後
期
、
平
安
～
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代
中
期
な
ど
が
、

い
ず
れ
も
人
口
が
停
滞
あ
る
い
は
減
少
し
た
時
期
で
し
た
。
昨
今
の
人
口
減
少
は
、
そ
れ
ら
に
続
く
５
回
目

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

と
す
れ
ば
、
い
ま
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
人
口
減
少
は
、
近
代
工
業
文
明
に
よ
る
１
億
２
，８
０
０
万
人

と
い
う
人
口
容
量
が
満
杯
に
な
っ
た
た
め
、
５
番
目
の
波
が
満
杯
か
ら
減
少
に
移
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

　　

加
工
貿
易
文
明
の
限
界
化

　

現
代
日
本
の
人
口
容
量
１
億
２
，
８
０
０
万
人
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
以
降
、
欧
米
伝
来
の
科
学
技
術
を

応
用
し
て
作
り
上
げ
た
約
７
，５
０
０
万
人
の
自
給
量
を
基
礎
に
、
工
業
製
品
を
高
く
輸
出
し
て
、
食
糧
や

資
源
を
安
く
輸
入
す
る
と
い
う
加
工
貿
易
に
よ
っ
て
、
約
５
，３
０
０
万
人
を
上
乗
せ
し
た
も
の
で
す
。

　

い
い
か
え
れ
ば
、
科
学
技
術
、
市
場
経
済
、
自
由
貿
易
の
３
つ
を
組
み
合
わ
せ
た「
加
工
貿
易
文
明
」と
で

100000

10000

1000

100

10

1
-20000  -8000 1000 2000 2100 年

日本人口の推移

波
後
器
石

26

人
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波
前
業
農

700

人
万

波
後
業
農

人
万
０
５
２
３

波
現
業
工

人
万
０
０
８
２
１

データ出所：古田隆彦【日本人はどこまで減るか』

万人 縦軸：正対数／横軸：逆対数

データ出所：古田隆彦【日本人はどこまで減るか』、国立社会保障・人口問題研究所2023年予測・中位値

西暦：年：逆対数

　　　　　　　　　　図表４　日本人口の推移
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も
い
う
べ
き
文
明
を
日
本
列
島
に
応
用
し
た
成
果
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
に
至
っ
て
そ
の
上
限
に
近
づ
い
た
た
め
、
人
口
は
急
速
に
伸
び
率
を
落
と
し
、

２
１
世
紀
に
入
る
と
容
量
の
満
杯
化
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
減
少
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

単
純
に
い
え
ば
、
こ
の
容
量
の
大
前
提
で
あ
っ
た
国
際
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
工
業
生
産
国
の
増
加
で

工
業
製
品
は
安
く
な
る
一
方
、
農
業
・
資
源
生
産
国
の
減
少
で
食
糧
・
資
源
は
高
く
な
る
、
と
い
う
構
造
に

変
化
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

こ
う
な
る
と
、
１
億
２
，
８
０
０
万
人
の
容
量
を
維
持
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
こ
れ
以
上
の
拡
大
は
も
は

や
困
難
な
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
現
代
の
日
本
人
も
ま
た
、
他
の
動
物
と
同
様
に
人
口
の
抑
制
行
動
を
始
め

ま
し
た
。
平
均
寿
命
の
上
昇
を
あ
き
ら
め
、
ベ
ビ
ー
の
出
産
も
抑
え
込
も
う
と
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
死
亡
数
は
増
加
、
出
生
数
は
減
少
と
い
う
傾
向
、
つ
ま
り「
少
産
・
多
死
化
」が
顕
著

に
な
り
、
人
口
を
減
ら
し
始
め
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
口
減
少
の
背
景
を
追
究
し
て
い
く
と
、「
少
子
・
高
齢
化
」と
い
う
次
元
を
は
る
か
に
超

え
て
、「
人
口
容
量
の
限
界
」と
い
う
現
代
社
会
の
、
大
き
な
曲
が
り
角
に
行
き
着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
加
工
貿
易
文
明
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
て
き
た
人
口
容
量
が
限
界
に
差
し
掛
か
り
、
現
代
日
本
の

仕
組
み
そ
の
も
の
が
一
種
の
満
杯
状
態
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

見
当
違
い
の
３
方
向

　

と
す
れ
ば
、
１
億
２
，８
０
０
万
人
の
壁
に
突
き
当
た
っ
た
日
本
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
向
か
っ

て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
方
向
と
し
て
、
最
近
で
は
大
き
く
３
つ
の
方
向
が
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

最
も
魅
力
的
に
見
え
る
の
は「
ア
ッ
プ
ラ
イ
ジ
ン
グ
」や「
ア
ッ
プ
サ
イ
ジ
ン
グ
」で
、
こ
の
壁
を
な
ん
と
か

突
破
し
て
人
口
を
再
び
増
加
さ
せ
、
社
会
全
体
を
成
長
・
拡
大
型
へ
戻
そ
う
と
い
う
方
向
で
す
。

　

経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
多
く
が
提
唱
し
、
ネ
オ
ヒ
ル
ズ
族
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）バ
ブ
ル
派

と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
多
く
も
追
随
し
て
い
る
動
き
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
壁
は
さ
ほ
ど
簡
単
に
突
破
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
気
製
品
や
自
動
車
を
高
く
輸
出
し
て
、
資
源
や
食
料
を
安
く
輸
入
す
る
と
い
う
国
際
経
済
環
境
が
崩
れ

始
め
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
替
わ
る
新
た
な
輸
出
入
構
造
を
創
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

産
業
や
Ｍ
＆
Ａ（
合
併
・
買
収
）ビ
ジ
ネ
ス
程
度
で
は
到
底
無
理
で
あ
り
、
も
っ
と
本
格
的
な
次
元
で
の
新
技

術
の
開
発
や
新
産
業
の
創
造
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

と
な
る
と
、
２
つ
目
の
方
向
と
し
て
、
成
長
・
拡
大
よ
り
も「
持
続
」を
重
視
し
よ
う
と
い
う「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
」が
挙
が
っ
て
き
ま
す
。
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「
１
億
２
，
８
０
０
万
人
の
ラ
イ
ン
を
な
ん
と
か
持
続
し
て
い
く
」と
い
う
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
の
考
え
は
、
一

見
、
地
球
環
境
に
見
合
っ
た
優
し
げ
な
方
向
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
一
部
の
人
口
学
者
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
人
口
が
増
え
も
せ
ず
減
り
も
し
な
い
状
態
を
維
持

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
新
た
に
生
ま
れ
た
分
だ
け
死
ん
で
も
ら
い
、
死
ん
だ
分
だ
け
産
ん
で
も
い
い
と
い
う
、

極
め
て
過
酷
な
条
件
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
３
つ
目
に
、
上
昇
拡
大
も
維
持
持
続
も
両
方
と
も
無
理
だ
と
し
て
、
も
っ
と
素
直
に
人
口
減
少
に

つ
き
あ
っ
て
い
こ
う
と
い
う「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」や「
シ
ュ
リ
ン
キ
ン
グ
」が
出
て
き
ま
す
。

　

幾
つ
か
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
唱
え
る「
縮
小
社
会
」や
、
都
市
計
画
学
者
が
提
案
す
る「
コ
ン
パ
ク
ト
化
」な

ど
で
あ
り
、
人
口
が
減
り
始
め
た
以
上
、
い
ち
早
く
社
会
構
造
を
そ
れ
に
適
応
し
た
規
模
へ
変
え
よ
う
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　

確
か
に
、
生
活
者
も
労
働
者
も
減
っ
て
い
く
以
上
、
経
済
規
模
も
縮
小
し
て
い
く
よ
う
に
思
え
ま
す
か
ら
、

社
会
規
模
も
ま
た
縮
小
す
る
と
い
う
の
は
、
妥
当
な
目
標
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
労
働
力
が
減
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
資
本
は
も
と
よ
り
生
産
整
備
や
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
の
維
持
は

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
減
っ
て
い
く
国
民
が
そ
の
分
努
力
し
て
、
少
し
ず
つ
生
産
性
を
上
げ
れ

ば
、
経
済
規
模
は
そ
れ
な
り
に
維
持
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
最
先
端
技
術
を
応

用
す
れ
ば
、
生
産
性
は
さ
ら
に
上
が
り
ま
す
。
人
口
が

減
る
か
ら
と
い
っ
て
、
せ
っ
か
く
到
達
し
た
１
億
２
，

８
０
０
万
人
規
模
の
社
会
を
、
あ
え
て
縮
小
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
昨
今
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

す
る
こ
れ
ら
３
つ
の
方
向
は
、
い
ず
れ
も
見
当
違
い
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、日
本
は
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

否
、
人
口
減
少
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目
指

せ
ば
い
い
の
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
過
去
の
人
口
減
少
社

会
の
中
に
あ
り
ま
す
。

アップライジング

サステナブル

ダウンサイジング

図表1-7　3つの方向

人口容量の壁

　　　　　　　　　図表５　見当違いの３つの方向
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２
，
２
つ
の
歴
史
が
示
す
近
未
来

　
「
初
め
て
」で
は
な
い
人
口
減
少
社
会

　

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く
と
、
日
本
の
社
会
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
約
２
０
０
年
間
、
ひ
た

す
ら
人
口
の
増
加
す
る
社
会
で
生
き
て
き
た
私
た
ち
は
今
、
大
変
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
人
口
の
減
少
す
る
社
会
は
、
前
述
の
よ
う
に
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
と
は
増
え
た

り
減
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
長
い
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
た
ち
人
類
は
何
度
か
人
口
減
少

社
会
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
人
口
波
動
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
似
て
い
る
と
、
社
会
も
ま
た
似
て
く
る
と
い

う
事
実
で
す
。

　

人
口
容
量
に
余
裕
が
あ
り
人
口
が
急
増
し
て
い
る
時
に
は
、
若
者
が
多
く
、
元
気
で
荒
々
し
い
社
会
と
な

り
ま
す
。
逆
に
容
量
が
飽
和
し
て
人
口
が
止
ま
っ
た
時
に
は
、
高
齢
者
が
増
え
て
、
落
ち
着
い
た
社
会
が
現

れ
る
よ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
同
じ
に
な
る
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
が
不
可
逆
的

な
も
の
で
あ
る
以
上
、
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
が
再
び
起
こ
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
か
ら
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
ま
わ
り
の
環
境
が
似
て
く
る
と
、
た
と
え
細
部
の
事
象
が
違
っ
て
も
、
基
本
的
な
社
会
構
造

が
似
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
日
本
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
、
２
つ
の
先
例
を
眺
め
な
が
ら
、

人
口
減
少
で
ど
の
よ
う
な
世
の
中
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
、
大
胆
に
展
望
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

モ
デ
ル
①　

中
世
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

最
初
の
事
例
は
中
世
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
。
当
時
の
人
口
は
６
０
０
年
頃
か
ら
増
加
し
、
１
３
４
０

年
頃
に
約
７
，
０
０
０
万
人
に
達
し
た
後
、
１
０
年
間
で
約
５
，
１
０
０
万
人
に
急
減
し
、
そ
れ
以
後
も

１
５
０
０
年
頃
の
５
，
６
０
０
万
人
ま
で
低
迷
し
て
い
ま
す（
Ｔ
・
Ｇ
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
―
そ
の
形
成
と

空
間
構
造
』）。

　

直
接
の
理
由
は
ペ
ス
ト（
黒
死
病
）で
す
。
ペ
ス
ト
は
、
イ
ン
ド
か
ら
ア
ジ
ア
南
部
に
か
け
て
生
息
し
て
い

た
ク
マ
ネ
ズ
ミ
が
、
東
西
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
乗
っ
て
移
動
し
た
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
広
が
っ

た
も
の
で
す
。

　

１
３
４
７
年
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
侵
入
す
る
と
、
翌
年
に
は
地
中
海
の
貿
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ル
ネ
サ
ン
ス
は
文
学
、
美
術
、
建
築
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
近
代
的
な
合
理
的
精
神
を
生
み
出
し

て
社
会
や
経
済
へ
と
広
が
り
、
近
代
社
会
を
生
み
出
す
世
界
観
に
発
展
し
ま
す
。
さ
ら
に
技
術
分
野
に
も
広

が
っ
て
、
活
版
印
刷
術
、
火
薬
、
羅
針
盤
な
ど
、
近
代
社
会
を
担
う
最
も
基
礎
的
な
条
件
を
生
み
出
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
人
口
減
少
期
の
社
会
と
は
、「
混
乱
か
ら
成
熟
へ
」「
成
熟
か
ら
革
新
へ
」と
、
社
会
や

文
化
が
動
い
て
い
く
時
代
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

モ
デ
ル
②　

江
戸
中
期
の
日
本

　

第
２
の
事
例
は
江
戸
中
期
の
日
本
、つ
ま
り
享
保
か
ら
文
化
文
政
期
に
至
る
江
戸
時
代
の
中
期（
１
７
２
０

～
１
８
３
０
年
）で
す
。
先
に
挙
げ
た
５
つ
の
波
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
後
半
は
、
い
ず
れ
も
人
口
減
少
社
会
で

し
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
現
代
に
近
い
の
が
江
戸
時
代
の
中
期
で
す
。

　

第
４
の
波
、
農
業
後
波
の
人
口
は
室
町
時
代
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
戦
国
時
代
に
助
走
し
始
め
、
上
昇
に
転

じ
た
の
は
関
ヶ
原
の
合
戦
後
で
し
た
。

　

そ
し
て
八
代
将
軍
、
徳
川
吉
宗
の
治
世
で
あ
っ
た
享
保
の
時
代
、１
７
３
２
年
に
３
，２
３
０
万
人
で
ピ
ー

ク
に
達
し
た
後
、
１
７
９
０
年
頃
ま
で
約
６
０
年
に
わ
た
っ
て
減
り
続
け
、
以
後
は
停
滞
し
て
い
ま
す
。

易
路
を
辿
っ
て
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
上
陸
し
、
以
後
３
年
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
が
っ
て
、
３
人
に

１
人
を
殺
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
ペ
ス
ト
は
１
３
５
０
年
代
、
６
５
年
前
後
、
８
０
年
代
前
半
、
９
５
年
前
後
と
、
ほ
ぼ
１
０

年
間
隔
で
流
行
を
繰
り
返
し
ま
し
た
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
は
１
０
０
年
間
に
約
２
，
０
０
０
万
人
が

死
亡
し
、
１
４
世
紀
の
末
ま
で
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
っ
た
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
は
１
６
世
紀
の
初
頭
ま
で
約
２
０
０
年
間
停
滞
し
た

た
め
、
典
型
的
な
人
口
減
少
社
会
が
出
現
し
ま
し
た
。

　

１
４
～
１
５
世
紀
前
半
に
は
、
ペ
ス
ト
へ
の
恐
怖
と
混
乱
が
進
む
に
つ
れ
て
、「
鞭
打
ち
苦
行
者
」や「
死
の

舞
踏（
ダ
ン
ス
・
マ
カ
ブ
ル
）」な
ど
、
集
団
的
な
狂
気
現
象
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
刹
那
的
に
現
実
生
活

を
享
楽
し
よ
う
と
す
る
、
退
廃
的
な
風
潮
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
５
世
紀
後
半
に
経
済
や
産
業
が
回
復
し
て
く
る
と
、
イ
タ
リ
ア
で
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
権
力

を
掌
握
し
た
豪
商
、
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
が
積
極
的
な
外
交
手
腕
を
発
揮
し
て
芸
術
や
文
化
の
支
援
者

と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
を
開
花
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
・
停
滞
に
伴
っ
て
当
時
の
社
会
は
大
き
く
変
貌
し
、
い
っ
た
ん
は「
死
」の
文
化
が
広
が
り
ま

し
た
が
、
ま
も
な
く「
ル
ネ
サ
ン
ス（
再
生
）」へ
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
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ラ
ン
ス
を
大
き
く
狂
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

２
つ
の
変
化
で
人
口
容
量
が
抑
え
ら
れ
る
と
、
当
時
の
農
民
た
ち
は
自
ら
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
た
め

に
堕
胎
や
間
引
き
な
ど
出
産
抑
制
に
走
り
、
ま
た
江
戸
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
男
子
人
口
が
女
子
人

口
よ
り
も
著
し
く
多
い
た
め
有
配
偶
率
が
低
く
、
結
婚
年
齢
が
高
く
な
っ
て
出
生
率
が
低
下
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
人
口
密
度
が
高
く
衛
生
状
態
や
住
居
条
件
が
悪
い
た
め
に
、
災
害
や
流
行
り
病
で
死
亡
率
が
上
が

り
、
農
村
か
ら
出
稼
ぎ
に
出
た
若
い
男
女
は
、
都
市
か
ら
帰
村
し
て
も
、
や
は
り
結
婚
が
遅
れ
ま
す
か
ら
、

農
村
の
出
生
率
を
低
下
さ
せ
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
出
生
数
の
減
少
と
死
亡
数
の
増
加
が
起
こ
り
、
人
口
は
急
速
に
停
滞
へ
と
移
行
し
、
以
後
約

１
０
０
年
間
、
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
人
口
容
量
の
飽
和
化
で
始
ま
っ
た
人
口
抑
制
行
動
に
は
、
生
活
水
準
優
先
、
大
都
市

志
向
、
単
身
化
・
晩
婚
化
志
向
な
ど
、
人
口
減
少
社
会
に
特
有
の
社
会
現
象
が
明
確
に
現
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
現
代
日
本
に
も
通
底
す
る
も
の
で
す
。

　

個
人
所
得
の
上
昇
と
米べ
い
か
や
す

価
安
の
諸し
ょ
し
き
だ
か

色
高　

　

も
っ
と
も
、
人
口
減
少
が
進
ん
だ
社
会
だ
っ
た
と
は
い
え
、
江
戸
中
期
に
は
個
人
所
得
が
下
が
っ
た
わ
け

　

直
接
の
き
っ
か
け
は
気
候
の
極
端
な
悪
化
で
し
た
。
宝
暦
、
安
永
、
天
明
期
に
大
飢
饉
が
発
生
し
た
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
飢
饉
に
よ
る
人
口
減
少
は
あ
く
ま
で
表
面
的
な
も
の
で
、
真
相
は
こ
の
時
代
の
人
口
容
量

を
支
え
て
い
た
集
約
農
業
文
明
が
限
界
に
達
し
た
か
ら
で
す
。

　

当
時
の
人
口
容
量
を
支
え
て
い
た
の
は
、
集
約
農
業
技
術
と
貨
幣
経
済
制
度
で
す
。
一
方
の
集
約
農
業
技

術
は
１
８
世
紀
の
前
半
１
７
３
０
年
頃
、
幕
末
を
１
０
０
と
し
た
時
、
す
で
に
耕
地
面
積
で
９
２
％
、
米
の

生
産
量
で
７
０
％
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
農
業
生
産
は
こ
の
時
代
に
す
で
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
お
り
、
以
後
は
わ
ず
か
し
か

伸
び
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
の
貨
幣
経
済
制
度
は
、
商
品
経
済
を
あ
ま
り
に
も
急
速
に
浸
透
さ
せ
た
た
め
、
農
村
で
は
階
級
分
化

が
進
行
し
、
年
貢
の
減
免
を
求
め
る
一
揆
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
都
市
部
で
も
、
急
速
な
商
品
経

済
化
に
対
応
で
き
な
い
町
人
が
急
増
し
た
た
め
、
米
穀
商
人
や
質
屋
な
ど
の
富
裕
層
に
対
す
る
打う
　

ち
毀こ
わ

し
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
商
品
経
済
の
浸
透
は
、
年
貢
米
に
基
礎
を
お
く
幕
府
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
幕

府
直
轄
地
か
ら
の
年
貢
収
入
を
減
ら
し
た
う
え
、
商
工
業
者
か
ら
の
運
上
金
、
生
糸
貿
易
の
利
益
、
宿
し
ゅ
く
え
き駅
・

街
道
・
船
舶
な
ど
の
支
配
に
よ
る
主
な
収
入
源
に
も
景
気
の
影
響
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
財
政
収
支
の
バ
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で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
動
向
に
も
、
人
口
減
少
期
に
特
有
の
現
象
が
い
く
つ
か
現
れ
て
い
ま
す
。
経
済
・
社
会
政

策
の
面
で
は
、
経
済
の
基
盤
で
あ
る
米
作
が
限
界
に
達
し
て
い
た
た
め
、
基
本
的
に
は
奢し
ゃ
し侈
や
浪
費
を
抑
え

て
一
定
の
制
約
下
に
適
応
し
て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
庶
民
の
支
持
が
離
れ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
時
に
は
タ
ガ
を
緩
め
る
こ
と
も
必
要

で
し
た
。
そ
の
結
果
、
経
済
政
策
で
は
、
デ
フ
レ
政
策
と
イ
ン
フ
レ
政
策
が
、
ま
た
社
会
政
策
で
は
、
引
き

締
め
と
緩
和
が
交
互
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
文
化
面
で
は
こ
う
し
た
経
済
動
向
を
反
映
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
上か
み
が
た方
文
化
に
代
わ
る
、
江
戸
型
の

文
化
が
新
た
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
田
沼
時
代
に
は
、
江
戸
町
人
の
経
済
力
が
伸
び
た
結
果
、
十
じ
ゅ
う
は
ち
だ
い
つ
う

八
大
通
と
い
う
富
裕
層
が
出
現
し
、

「
通
」「
い
き
」「
粋
」と
い
っ
た
美
意
識
を
重
ん
じ
る
、
わ
が
国
独
特
の
大
都
市
文
化
が
、
遊
里
と
芝
居
小
屋
の

中
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

縮
ん
で
濃
く
な
る
社
会

　

こ
の
美
意
識
に
よ
っ
て
、
物
質
的
な
拡
大
志
向
に
頼
ら
ず
、
縮
小
し
て
も
な
お
心
理
的
な
満
足
を
保
証
す

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
７
３
０
年
以
降
、
集
約
農
業
生
産
の
限
界
化
や
飢
饉
の
影
響
で
人
口
は
停
滞
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
民
１
人
当
た
り
の
実
収
石
高
は
上
昇
に
転
じ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
口
が
減
っ
て
も
１
人
当
た
り
の
所

得
は
か
な
り
増
え
た
の
で
す
。

　

こ
う
な
っ
た
背
景
に
は
、田
畑
輪
作
や
二
毛
作
の
開
始
、備
び
っ
ち
ゅ
う
ぐ
わ

中
鍬
や
踏
ふ
み
ぐ
る
ま車
な
ど
の
新
農
機
具
の
開
発
と
い
っ

た
農
業
技
術
の
改
善
、
肥
料
の
改
善
や
虫
害
防
止
の
進
展
、
品
種
改
良
の
進
歩
、
作
物
多
様
化
な
ど
が
加
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
農
業
の
余
業
と
し
て
加
工
業
収
入
や
、
町
場
で
の
商
工
業
所
得
も
伸
び
始
め
て
い
ま
し
た
か
ら
、

国
民
１
人
当
た
り
の
所
得
は
も
っ
と
高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す（
速
水
融
ほ
か「
概
説
一
七
～
一
八
世
紀
」）。

　

所
得
の
上
昇
と
貨
幣
経
済
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
自
給
自
足
を
基
本
と
し
て
き
た
農
民
層
も
ま
た
、
貨
幣

を
使
用
し
て
干
魚
、
綿め
ん
ぷ布
、
櫛く
し

、
簪
か
ん
ざ
しな
ど
、
新
た
な
選
択
財
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

１
７
３
０
年
以
降
の
物
価
動
向
で
は「
米べ
い
か
や
す

価
安
の
諸し
ょ
し
き
だ
か

色
高
」と
い
う
現
象
が
進
み
ま
し
た
。

　

経
済
動
向
の
変
化
を
受
け
な
が
ら
、
江
戸
中
期
の
１
０
０
年
間
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ
る
享
保
の
改

革（
約
４
０
年
）、
田
沼
意
次
に
よ
る
重
商
主
義（
約
１
４
年
）、
松
平
定
信
に
よ
る
寛
政
の
改
革（
約
６
年
）、

十
一
代
将
軍
家
斉
に
よ
る
大
奥
バ
ブ
ル（
約
４
１
年
）と
、
改
革
と
規
制
緩
和
が
幾
度
か
繰
り
返
さ
れ
た
時
代
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木
、
竹
、
漆
器
、
金
属
、
陶
磁
、
象
牙
な
ど
当
時
最
先
端
の
素
材
に
し
て
、
蒔
絵
や
七
宝
な
ど
の
装
飾
を

施
す
な
ど
、
江
戸
時
代
の
技
術
と
芸
術
の
粋
を
集
約
し
た
工
芸
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
根
付
と
は
印
籠
を
さ
ら
に
小
さ
く
し
た
工
芸
品
で
、
印
籠
、
巾
着
、
煙
草
入
れ
な
ど
に
通
し
た
ヒ

モ
を
腰
帯
へ
挟
む
た
め
の
留
め
具
で
す
。

　

こ
れ
に
も
ヒ
ノ
キ
、
ツ
ゲ
、
竹
、
黒
檀
、
紫
檀
、
白
檀
、
さ
ら
に
は
象
牙
、
鹿
や
水
牛
な
ど
の
角
、
陶
磁
、

ベ
ッ
コ
ウ
、
サ
ン
ゴ
、
メ
ノ
ウ
、
水
晶
な
ど
が
素
材
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
の
上
に
木
彫
、
牙げ
ち
ょ
う彫
、
彫
金
、
鋳

金
、
象ぞ
う
が
ん嵌
、
螺ら
で
ん鈿
、
拭
ふ
き
う
る
し漆
、
蒔ま
き
え絵
、
七
宝
と
い
っ
た
、
多
彩
な
工
芸
技
法
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
で
も
、
身
近
な
人
物
や
動
物
な
ど
か
ら
、
風
俗
、
風
物
、
説
話
、
故
事
、
あ
る
い
は
花
鳥
風
月

に
ま
で
広
く
題
材
を
求
め
て
、
見
事
に
極
小
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

印
籠
と
根
付
の
流
行
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
江
戸
後
期
に
は
、
専
門
の
印
籠
師
や
根
付
師
に
加
え
て
、
絵
師
、

蒔
絵
師
、
欄
間
師
、
か
ら
く
り
師
、
面
打
、
鋳
物
師
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
職
人
が
参
加
し
、
高
度
な

技
法
水
準
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
分
業
体
制
が
素
材
か
ら
デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら〝
濃
縮
〟を
追
求
し
た
点
で
、
印
籠
・

根
付
文
化
は
典
型
的
な「
濃
縮
志
向
」の
モ
ノ
作
り
文
化
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
維
新
以
後
も
目
利
き
の

西
欧
人
に
注
目
さ
れ
て
、
大
量
の
製
品
が
輸
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

る
、
高
度
な
付
加
価
値
を
も
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
江
戸
中
期
に
は
、
印
籠
と
根
付
と
い
う
、

世
界
に
誇
る
べ
き
濃
縮
文
化
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
当
時
の
技
術
と
芸
術
、
実
用
と
美

意
識
が
ま
こ
と
に
巧
み
に
融
合
さ
れ
、
モ
ノ
作
り

文
化
の
極
致
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

印
籠
と
は
、
腰
に
下
げ
る
、
何
段
か
に
仕
切
っ

た
小
型
容
器
で
、
ヒ
モ
を
通
し
て
連
結
さ
せ
て
印

判
や
印
肉
を
納
め
る
も
の
で
し
た
が
、
中
世
の
こ

ろ
か
ら
薬
籠
と
な
り
、
戦
国
時
代
の
携
帯
薬
入
れ

を
経
て
、
江
戸
時
代
初
め
に
は
武
士
階
級
の
愛
玩

品
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

江
戸
中
期
に
な
る
と
、
小
さ
な
容
器
の
上
に
精

巧
な
技
法
を
駆
使
し
た
製
品
が
登
場
し
ま
す
。

印籠と根付　　　　　　　　　　　図表６　印籠と根付



序章　人口減少社会の裏側を見抜く

─ 45 ─ ─ 44 ─

　

さ
ら
に
新
た
な
文
化
が
生
ま
れ
る
と
、
新
し
い
産
業
技
術
の
芽
も
育
ま
れ
て
き
ま
す
。
享
保
以
降
、
医
療

や
生
産
に
役
立
つ
実
用
の
学
問
を
求
め
て
い
わ
ゆ
る
蘭
学
が
興
隆
し
、
医
学
、
物
理
学
、
化
学
か
ら
天
文
学

や
地
理
学
、
あ
る
い
は
和
算
学
や
物
産
学
な
ど
に
幅
広
く
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
西
欧
的
知
識
の
導
入
で
、
幾
つ
か
の
藩
で
は
手
工
業（
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
）の
生
産
技
術
を

急
速
に
発
達
さ
せ
て
、
財
政
基
盤
の
回
復
を
実
現
し
、
や
が
て
明
治
維
新
へ
の
足
が
か
り
を
つ
か
ん
で
い
き

ま
す
。

　

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
江
戸
中
期
の
人
口
減
少
社
会
で
は
、
政
治
・
経
済
的
に
は
閉
塞
し
た
環
境
の

下
で
規
制
の
強
化
と
緩
和
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
に
文
化
の
成
熟
と
そ
れ
に
基
づ
く
新
技
術
の

蓄
積
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
江
戸
中
期
の
平
均
寿
命
は
２
０
歳
く
ら
い
で
し
た
が
、
年
齢
構
成
が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
あ
っ

た
と
い
う
意
味
で
は
、
現
代
の
日
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
構
造
で
す
。

　

人
口
推
移
に
は
増
加
期
と
減
少
期
が
あ
り
、
停
滞
・
減
少
期
に
は
出
生
数
の
減
少
で
、
年
少
者
よ
り
も
年

長
者
の
比
率
が
高
い
年
齢
構
造
が
現
れ
る
の
で
す
。

　

高
齢
者
と
い
う
定
義
は
寿
命
の
変
化
で
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ま
す
が
、
年
長
比
率
の
高
い
社
会
構
造
と

い
う
意
味
で
は
、
江
戸
中
期
も
現
代
も
と
も
に
高
齢
化
社
会
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
濃
縮
志
向
」の
モ
ノ
作
り
文
化

　

し
か
し
、
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
印
籠
や
根
付
を
求
め
る
高
度
な
生
活
需
要
が
、
人
口
減
少
社
会
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

当
時
の
武
士
や
町
人
は
、
単
に
薬
入
れ
用
の
道
具
や
他
人
に
誇
示
す
る
装
飾
品
と
し
て
、
印
籠
や
根
付
を

求
め
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
細
工
や
デ
ザ
イ
ン
に
究
極
の
美
や
世
界
を
感
じ
て
、
掌
中
で
密
か
に
愛
玩
す

る
、
あ
る
い
は
立
腹
し
た
り
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
時
に
じ
っ
と
握
り
し
め
る
、
精
神
的
な
安
定
具
と
し
て
も

重
用
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
そ
れ
は
お
守
り
と
し
て
の〝
護
符
〟で
あ
り
、
心
の
一
部
と
し
て
の〝
堪
忍
袋
〟で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
そ
の
品
質
と
デ
ザ
イ
ン
に
、
過
大
な
ほ
ど
の
期
待
と
こ
だ
わ
り
を
見
せ
、
高
額
の

お
金
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

結
局
、
印
籠
・
根
付
文
化
を
支
え
た
の
は
、
成
熟
し
た
江
戸
人
の
高
度
な
願
望
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
れ

を
育
ん
だ
濃
縮
し
た
江
戸
文
化
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
寛
政
期
は
藩
校
や
寺
子
屋
の
急
増
で
識
字
率
が
向
上
し
、
貸
本
屋
を
中
心
と
す
る
出
版

文
化
が
拡
大
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
江
戸
中
期
と
は
物
質
的
な
成
長
や
経
済
的
な
拡
大
が
滞
り
、
人
口
が
停
滞

し
た
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
芸
術
や
文
化
が
深
ま
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
口
が
減
少
す
る
時
代
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
日
本
で
も
文
化
が
成
熟

し
、
栄
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
増
加
期
に
は
新
た
な
文
明
の
応
用
で
人
口
容
量
が
増
え
ま
す
か
ら
、
人
々
の
関
心
も
当
然
、
文
明
に

向
か
い
ま
す
が
、
減
少
期
に
は
文
明
の
応
用
が
限
界
に
達
し
て
人
口
容
量
も
飽
和
し
、
文
明
へ
の
関
心
も
薄

れ
て
き
ま
す
。

　

他
方
、
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
成
熟
感
や
爛
熟
感
も
強
ま
り
ま
す
か
ら
、
も
う
一
度
、
伝
統
的
な
生
活
様
式
や

時
代
精
神
を
見
直
す
と
い
う
気
風
が
生
ま
れ
、
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

次
に
、
第
２
の
特
徴
が
最
も
顕
著
な
も
の
で
、「
成
長
か
ら
成
熟
へ
」「
拡
大
か
ら
濃
縮
へ
」「
活
力
か
ら
余
裕

へ
」と
い
う
方
向
へ
、
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
と
い
う
と
、
す
べ
て
が
縮
ん
で
い
く「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」社
会
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
成
熟
・
濃
縮
・
余
裕
」社
会
と
い
い
か
え
る
と
、
む
し
ろ「
コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ（
濃
縮
）」

社
会
と
命
名
し
た
方
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
３
の
特
徴
は
、
供
給
過
剰
が
さ
ら
に
進
み
、「
生
産
者
主
導
の
社
会
か
ら
生
活
者
主
導
の
社
会
へ
移
行
」

と
い
う
傾
向
が
強
ま
る
こ
と
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
と
、
衣
食
住
な
ど
の
消
費
量
が
減
少
し
て
、
労
働
力
の
供
給
量
も
低
下
し
ま
す
。
し
か

　

と
す
れ
ば
、
江
戸
中
期
と
い
う
時
代
は
、
制
約
条
件
が
強
ま
り
、

逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
年
齢
構
造
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
や
経
済

を
そ
れ
な
り
に
運
営
し
、
資
源
や
食
糧
を
節
約
し
つ
つ
、
小
さ
な

モ
ノ
の
中
に
成
熟
し
た
文
化
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

見
習
う
べ
き
も
の
が
大
変
多
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

前
述
の
と
お
り
、
す
べ
て
が
同
じ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
ミ
ー
ム（
文
化
的
遺
伝
子
）を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
社
会
を
創
り
出
す
こ
と
も

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　　

人
口
減
少
社
会
・
５
つ
の
特
徴

　

人
口
減
少
社
会
の
２
つ
の
先
例
か
ら
、
そ
の
生
活
価
値
観
や
社

会
構
造
の
特
徴
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
要
点
を
整
理
す
る
と
、
５

つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す（
図
表
７
）。

　

第
１
の
特
徴
は「
文
明
主
導
か
ら
文
化
主
導
へ
の
移
行
」で
す
。

　【特徴１】　文明主導から文化主導へ

　【特徴２】　成長・拡大型から飽和・濃縮型へ

　【特徴３】　生産者主導から生活者主導へ

　【特徴４】　必需財は安く選択財は高く

　【特徴５】　ゼロ成長でも個人は豊かに

　　　　　　　図表７　人口減少社会の５つの特徴
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量
も
減
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
生
産
物
は
広
く
行
き
渡
り
、
社
会
の
関
心
は
む
し
ろ「
文
化
」や「
嗜
好
」に
移
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
生
活
者
が
生
産
者
を
リ
ー
ド
す
る「
生
活
者
主
導
社
会
」の
様
相
が
次
第
に
強
ま
っ
て
く
る
の
で

す
。

　

選
択
財
と
個
人
所
得
の
拡
大

　

第
４
の
特
徴
は
、
供
給
過
剰
や
消
費
主
導
に
よ
っ
て
、「
必
需
財
は
安
く
、
選
択
財
は
高
い
」と
い
う
傾
向

が
進
行
す
る
こ
と
で
す
。

　

中
世
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は「
穀
物
安
の
羊
毛
高
」に
、
江
戸
中
期
の
日
本
で
も「
米べ
い
か
や
す

価
安
の
諸し
ょ
し
き
だ
か

色
高
」と
い

う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
２
つ
の
先
例
を
参
考
に
す
る
と
、
今
後
の
日
本
で
は
必
需
品
、
主
に
工
業
製
品
の

価
格
が
低
下
し
、
そ
れ
以
外
の
製
品
の
価
格
が
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

　

加
工
貿
易
文
明
の
限
界
で
約
１
億
２
，
８
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少
し
、
消
費
需
要
は
減
少
し

て
い
き
ま
す
が
、
工
業
製
品
の
供
給
能
力
は
、
約
１
憶
２
，
８
０
０
万
人
ラ
イ
ン
か
ら
さ
ほ
ど
落
ち
な
い
か

ら
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
選
択
財
の
価
値
は
高
騰
す
る
で
し
ょ
う
。
現
代
の
日
本
で
い
え
ば
、
非
工
業
製
品
や
非
物

し
、
生
活
の
最
も
基
本
と
な
る
工
業
製
品
で
は
、
消
費
量
の
低
下
に
比
べ
て
、
供
給
能
力
は
さ
ほ
ど
落
ち
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
で
労
働
力
が
減
少
し
て
も
、
国
内
の
機
械
・
設
備
や
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
は
な
お
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
ア
ジ
ア
各
地
や
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
発
展
途
上
国
か
ら
、
工
業
製
品
が
大
量
に
安
く
供
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

消
費
量
が
減
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
に
生
産
余
力
が
あ
り
、
か
つ
海
外
か
ら
大
量
供
給
が
進
め
ば
、

生
活
市
場
は
間
違
い
な
く
供
給
過
剰
に
陥
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
供
給
側
よ
り
需
要
側
の
立
場
が
次
第
に
強
く
な
り
ま
す
か
ら
、
人
口
の
減
少
す
る
時
代
に

は
、従
来
の「
生
産
者
主
導
社
会
」が
終
わ
っ
て
生
活
者
が
主
導
す
る
、「
生
活
者
主
導
社
会
」の
傾
向
が
強
ま
っ

て
き
ま
す
。

　

先
に
挙
げ
た
文
明
と
文
化
の
関
係
で
い
い
か
え
れ
ば
、
新
た
に
開
発
・
導
入
さ
れ
た「
文
明
」が
社
会
の
生

産
力
を
押
し
広
げ
る
時
に
は
、人
口
が
増
え
消
費
量
も
増
加
し
て
い
ま
す
か
ら
、社
会
の
関
心
は
専
ら「
文
明
」

や「
生
産
」に
向
か
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
力
の
拡
大
が
社
会
を
リ
ー
ド
す
る「
生
産
者
主
導
社
会
」が

出
現
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
が
減
少
し
始
め
る
と
、
生
産
性
の
伸
び
率
が
多
少
停
滞
し
た
と
し
て
も
、
生
活
者
の
消
費
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こ
れ
ら
を
適
切
に
活
用
で
き
れ
ば
、
生
産
力
の
維
持
は
い
っ
そ
う
可
能
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
す
で
に
到

達
し
た
人
口
容
量
を
、
減
っ
て
い
く
人
口
で
な
ん
と
か
維
持
で
き
る
構
造
が
生
ま
れ
れ
ば
、
人
口
増
加
時
代

よ
り
も
、
も
っ
と
充
実
し
た
暮
ら
し
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

実
際
、
２
０
０
９
年
か
ら
人
口
が
減
り
始
め
る
と
、
１
億
２
，
８
０
０
万
人
で
分
け
合
っ
て
い
た
パ
イ
は
、

１
０
年
単
位
で
１
億
２
，
０
０
０
万
人
、
１
億
１
，
０
０
０
万
人
と
頭
あ
た
ま
か
ず数
が
減
る
に
つ
れ
、
分
け
前
分
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
分
配
が
公
平
に
行
な
わ
れ
れ
ば
、
所
得
は
上
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
た
め
に
は
新
た
な
努
力
が
必
要
で
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
供
給
面
で
も
人
口
が
減
っ

て
い
く
以
上
、
よ
り
少
な
い
労
働
力
で
従
来
の
生
産
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
人
当
た
り
の「
労
働
生
産
性
」を
大
き
く
上
げ
る
た
め
に
、
筋
肉
労
働
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
、
頭
脳
労
働
に

は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
す
る
な
ど
、
急
進
す
る
ハ
イ
テ
ク
ツ
ー
ル
を
徹
底
的
に
導
入
し
て
、
１
人
の
労
働

者
が
１
・
５
～
２
人
分
の
仕
事
を
こ
な
す
体
制
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

他
方
、
需
要
面
で
も
お
客
が
減
っ
て
売
り
上
げ
が
落
ち
て
い
き
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
収
益
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
高
い
も
の
を
売
っ
た
り
、
数
多
く
売
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
よ
り
高
価
な
商
品
や
使
用
頻
度
の
高
い
商
品
、
さ
ら
に
は
ま
っ
た
く
新
し
い
ネ
ウ
チ
を
持
っ

た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
り
出
し
て
、
効
果
的
に
売
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

質
的
な
付
加
価
値
を
持
っ
た
商
品
の
価
格
が
上
昇
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

供
給
過
剰
が
進
行
し
て
必
需
財
の
価
格
が
安
定
す
る
と
、
生
活
者
の
関
心
は
別
の
財
へ
向
か
う
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
て
、
生
産
者
の
側
で
も
、
顧
客
減
少
に
よ
る
売
り
上
げ
低
下
分
を
選
択
財
で
補
お
う

と
し
ま
す
か
ら
、
市
場
に
は
高
額
商
品
が
溢
れ
て
き
ま
す
。

　

と
す
れ
ば
、
企
業
経
営
で
も
、
必
需
財
で
あ
る
工
業
製
品
だ
け
で
な
く
、
選
択
財
で
あ
る
非
工
業
製
品
や

文
化
的
付
加
価
値
の
高
い
商
品
へ
、
生
産
の
比
重
を
大
胆
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
第
５
の
特
徴
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）の「
ゼ
ロ
成
長
化
」と
、
個
人
所
得
の
増
加
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
常
識
で
は
、
人
口
が
減
れ
ば
消
費
人
口
が
減
少
し
労
働
力
も
減
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
当
然
マ
イ
ナ

ス
成
長
に
な
っ
て
個
人
所
得
も
減
少
す
る
、
と
思
い
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
ゼ
ロ
成
長
を
維
持
で
き
れ
ば
、
人
口
が
減
っ
て
い
く
分
だ
け
個
人
所
得
は
増
え
て
い
き
ま
す
。

な
に
や
ら
怪
し
げ
な
話
の
よ
う
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
期
や
江
戸
中
期
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
こ
れ
は

本
当
の
こ
と
で
す
。

　

２
つ
の
先
例
が
示
し
て
い
る
の
は
、
労
働
力
が
減
っ
て
も
農
地
、
農
具
、
生
産
技
術
な
ど
の
生
産
資
源
が

保
存
さ
れ
て
お
れ
ば
、
生
産
性
が
急
速
に
上
が
っ
て
生
産
力
は
維
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
し
て
現
代
社
会
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
Ａ
Ｉ
ま
で
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
要
素
に
溢
れ
て
い
ま
す
か
ら
、




